
　
県
内
に
６
病
院
が
あ
る
福
島

県
厚
生
連
で
は
、
地
震
に
よ
る

建
物
の
大
き
な
被
害
（
一
部
損

壊
あ
り
）
は
な
か
っ
た
も
の
の

福
島
市
に
あ
る
厚
生
連
本
部
の

建
物
の
損
壊
が
激
し
く
一
時
機

能
停
止
状
態
で
、
全
体
の
状
況

が
つ
か
め
な
い
状
態
で
し
た
。

　
労
組
で
は
地
震
発
生
後
、
い

ち
早
く
災
害
対
策
本
部
を
作

り
、
厚
生
連
と
も
一
体
と
な
っ

て
対
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

職
員
・
患
者
の
被
災
状
況
把
握
、

物
資
の
支
援
、
避
難
後
の
意
向
、

雇
用
に
関
わ
っ
て
の
協
議
な
ど

山
積
す
る
課
題
を
こ
な
し
て
い

ま
す
。

　
福
島
原
発
か
ら
３
キ
ロ
し
か

離
れ
て
い
な
い
双
葉
厚
生
病
院

で
は
、
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
、

地
震
発
生
当
初
か
ら
、
大
き
な

混
乱
が
続
き
ま
し
た
（
福
厚
労

双
葉
分
会
長
・
松
崎
純
子
さ
ん

の
手
記
を
参
照
）。

　
僅
か
に
30
キ
ロ
圏
外
に
あ
る

鹿
島
厚
生
病
院
で
も
、
20
〜
30

キ
ロ
圏
内
に
屋
内
待
避
指
示
が

出
さ
れ
る
状
況
の
中
で
、
３
月

18
日
か
ら
患
者
・
入
所
者
の
移

送
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
南
相
馬
市
の
拠
点

病
院
と
し
て
鹿
島
厚
生
病
院
の

診
療
再
開
に
向
け
た
調
整
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
残
る
４
病
院
で
も
患
者
・
職

員
の
受
け
入
れ
を
行
う
と
と
も

に
、
労
組
各
分
会
で
県
労
連
・

民
主
団
体
に
加
盟
す
る
組
織
が

集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
た
地
域
毎

の
「
災
害
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に

結
集
し
て
、
支
援
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

３
月
11
日
14
時
46
分

　
こ
の
日
は
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た

が
、
病
棟
も
落
ち
着
い
て
お
り

「
今
日
は
17
時
で
帰
れ
る
か
な
」

と
思
い
な
が
ら
、
３
病
棟
浴
室

で
入
浴
介
助
外
回
り
中
だ
っ

た
。
最
初
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た

揺
れ
。
５
病
棟
に
繋
が
る
渡
り

廊
下
の
防
災
扉
を
押
さ
え
て
い

た
が
、
大
き
な
揺
れ
と
な
っ
て
、

す
ぐ
自
分
の
立
っ
て
い
た
渡
り

廊
下
と
３
病
棟
の
接
続
部
が
落

下
し
、
３
階
か
ら
１
階
ま
で
穴

が
開
い
た
。
か
ろ
う
じ
て
よ
け

た
が
、
天
井
が
左
足
に
落
下
し

て
き
た
。
浴
室
に
い
る
職
員
、

患
者
さ
ん
や
病
室
に
い
る
独
歩

の
患
者
さ
ん
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル
に
集
め
た
。
間
も
な
く

調
理
師
の
Ｅ
さ
ん
、
３
名
の
Ｄ

ｒ
、
事
務
職
員
が
５
病
棟
側
か

ら
声
を
掛
け
て
く
れ
た
。
渡
り

廊
下
は
床
が
抜
け
て
い
た
た
め

「
来
る
な
」
と
伝
え
た
が
、
調

理
師
の
Ｅ
さ
ん
は
飛
ん
で
き
て

く
れ
た
。

　
大
き
な
揺
れ
は
続
い
て
い
た

が
、 

①
独
歩
②
護
送
③
担
送
の

順
で
非
常
階
段
か
ら
外
に
避
難

さ
せ
た
。（
こ
の
時
つ
く
づ
く

非
常
時
こ
そ
非
常
用
出
口
は
ス

ロ
ー
プ
じ
ゃ
な
い
と
だ
め
だ
な

と
感
じ
た
）

　
ひ
ど
い
揺
れ
の
中
の
作
業
で

あ
り
、
職
員
も
悲
鳴
を
上
げ
な

が
ら
の
避
難
だ
っ
た
の
だ
が
、

人
工
呼
吸
器
・
Ｂ
ｉ
Ｐ
Ａ
Ｐ
装

着
の
患
者
さ
ん
２
名
を
、
ア
ン

ビ
ュ
ー
バ
ッ
ク
で
避
難
し
た
。

　
外
に
避
難
し
た
と
こ
ろ
で

「
津
波
が
来
る
か
ら
精
神
科
２

階
に
避
難
し
て
」
と
言
わ
れ
、

〈
2
面
へ
続
く
〉

松
崎
　
純
子
（
福
厚
労
双
葉
分
会
長
）

大
震
災
|
そ
の
時
わ
た
し
は

大
震
災
|
そ
の
時
わ
た
し
は

大
震
災
|
そ
の
時
わ
た
し
は

2011年６月10日（金） 13時半
           ～11日（土） 正午  
浅草・台東区民館
浅草ビューホテル
23,000円（１泊２食＋参加費）

いまだからこそ平和で人間らしく生きることのできる
社会について考えよう
いまだからこそ平和で人間らしく生きることのできる
社会について考えよう

in東京

東京大空襲の爪痕をフィールドワーク
戦争体験者のお話など…

全厚労全厚労

日　時

場　所

宿　泊

参加費

記念講演

体験学習

小森陽一さん
日本国憲法と私たちの
            いま・未来（仮題）

東京大学教授・（九条の会事務局長）

主な企画主な企画主な企画

避難所を訪れる折笠さんと松崎さん（左）

がれきの山と化した南相馬市

6
3
4
m
と
な
っ
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
（
全
厚
労
本
部
よ
り
）

　
３
月
11
日
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
、一ヶ
月

余
り
。
最
大
震
度
７
の
巨
大
地
震
に
加
え
、
大
津
波
、

そ
し
て
未
だ
収
束
の
見
え
な
い
福
島
原
発
事
故
、
そ
れ

に
伴
う
風
評
被
害
な
ど
、
被
災
地
は
三
重
・
四
重
の
苦

難
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
死
者
は
分
か
っ
た
だ
け
で
も
１
万
３
千
人
（
４
月
10
日

現
在
）
を
越
え
、
行
方
不
明
合
わ
せ
て
３
万
人
近
く
、

避
難
し
て
い
る
人
も
15
万
人
余
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
被
害
の
全
容
も
つ
か
め
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
震
度
６
程
度
の
余
震
も
起
こ
っ
て
お
り
、
福
島
原

発
事
故
と
と
も
に
復
旧
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
|

東
日
本
大
震
災
|

東
日
本
大
震
災
|

医
療
現
場
を
支
え
る
労
働
者

医
療
現
場
を
支
え
る
労
働
者福厚労

仲
間
は
最
後
ま
で
助
け
る

医
療
機
関
の
使
命
を
持
っ
て

仲
間
は
最
後
ま
で
助
け
る

医
療
機
関
の
使
命
を
持
っ
て

仲
間
は
最
後
ま
で
助
け
る

医
療
機
関
の
使
命
を
持
っ
て

【1面】東日本大震災－その時
6月に女性集会を開催

【2面】全国各地から医療支援
【3面】新人さんへ労働組合とは

東京都台東区入谷
１－９－５
０３－３８７４－３５９１
０３－３８７４－３５９３

〒110-
0013
ＴＥＬ
ＦＡＸ

今号のわだい今号のわだい今号のわだい

（1） 2011年４月20日 第375号全 厚 労 ニ ュ ー ス



　2004年10月、新潟県中越地震が発生しまし

た。労働組合では1995年に起きた阪神淡路大

震災を教訓に、各病院に無線機と取り扱い者を配置するなど

設備面でも整備を行い、防災訓練など強化を行っていました。

電話が機能しない中、被災状況や患者搬入などの情報交換に

大きな力を発揮しました。

　もっとも被害の大きい中条第二病院では病棟外壁が崩れ、

自力で再建することは困難な状況でした。労働組合として11

月には県や国へ都市部を念頭に作られた「災害時復旧補助の

基準」を広げるよう、要請を行いました。繰り返し挑んだ厚

労省との交渉で「公的病院にも公立病院同様の３分の２の補

助を適用する」と回答が出され、復旧への大きな一歩になり

ました。

　２月に「次年度計画において全面委託」と告げられ「この
まま働き続けたい」と取り組み開始。交渉の状況や気持ちな
どのビラを配ると職員の皆さんから励ましやアドバイスが
次々に。雇用継続と委託反対の署名を集めて交渉を重ね、7月
に会側から委託撤回と謝罪がありました。

日本医労連青年
交流集会

アクトインサマー
（2009年山梨）

全厚労青年交流集会
K’s station
（2010年三重）

新潟
中越地震
（2004年）

大災害でも連携して
地域医療を守った
大災害でも連携して
地域医療を守った
大災害でも連携して
地域医療を守った

給食の外部委託化を
阻止しました
給食の外部委託化を
阻止しました
給食の外部委託化を
阻止しました

大分
（2008年）

　福厚労では2009年春闘で臨時職員29名の正職員化が実現し
ました。正職員と働き方は変わらないのに賃金や労働条件に
格差があり、それでも「いつかは正職員に」という思いで1
年雇用を継続してきた方も多く、10年ほど前から要求に掲げ
て粘り強く訴えてきたことが実りました。

一緒に働いていた
職員の正規職員化 
一緒に働いていた
職員の正規職員化 
一緒に働いていた
職員の正規職員化 

福島
（2009年）

　2009年末に厚生連の経営改善計画に「湖東病院は廃止が最も
有力」と記されている事が報道されました。これに対し住民
とともに住民の会を結成。県交渉や署名などに取り組み、病
院改築案を復活することができました。現在は医師確保に向
け具体案を作り、力を合わせて存続に向けて取り組んでいます。

病院の危機にも地域
住民と力を合わせて
病院の危機にも地域
住民と力を合わせて
病院の危機にも地域
住民と力を合わせて

秋田
（2010年）

労働組合ってこんなところ労働組合ってこんなところ労働組合ってこんなところ
●労働者ならだれでも入れる
雇われて働き賃金を受け取る人＝労働者であれば正規雇用でも、パー
ト雇用でも、どんな宗教を信じていても入ることができます。

●みんなで話し合って要求を決め、一致団結してたたかう
自分たちの職場で不満に思っている事や困っている事を出し合って、
要求としてまとめて実現するために活動しています。

●使用者と対等な立場で話し合う
労働者は一人ひとりでは労働者を雇って働かせる人＝使用者に太刀打
ちできませんが労働組合であれば使用者は話し合いに応じる義務があ
ります。

●組合員は誰でも意見を表明でき、何かを決める時も平等
どんな要求をするか、どんなたたかい方をするか労働組合では組合員の
意見を持ち寄ってしっかり話し合い、時には投票をして決めています。

●労働者の健康と生活を守る
私たちはみな健康で文化的な生活を営む権利＝生存権（憲法25条）を
持っています。やりがいを持って働き、趣味やスポーツも楽しめるよ
うな労働条件を求めています。

●みんなで力を合わせて労働条件を変える
一人で声をあげてもなかなか通らない事でも、みんなの声を束ねて力
を合わせることでより良い労働条件を勝ち取ることができます。

●労働者の権利と雇用を守る
生休・有休取得や残業代の請求など労働者の当たり前の権利をキチン
と行使できる環境を作り、働き続けられる職場にしています。

●患者さん・地域住民のために
労働組合として使用者と交渉するだけではなく、患者さんや地域住民
の方々が利用しやすい病院・施設にするために制度改善を求めて行政
や議員に働きかけを行っています。

労働者同士の助け合いの組織

全国の厚生連病院で
働く仲間の労働組合

107病院
約29,500名の組合員全厚労全厚労

日本唯一の医療・介護
労働者の産業別労働組合

47都道府県
すべてで約17万人医労連医労連

全
国
各
地
か
ら
医
療
支
援
へ

全
国
各
地
か
ら
医
療
支
援
へ

全
国
各
地
か
ら
医
療
支
援
へ

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
被
災
さ
れ
た
多
く
の

方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の

早
期
の
復
旧
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
成
23
年
４
月
８
日
現
在
、

地震発生時から連絡の取れなかった
DMAT隊員と再会

私
は
す
で
に
２
度
被
災
地
入
り

し
石
巻
赤
十
字
病
院
で
活
動
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
度
目
は
発
災
直
後
の
３
月

11
日
〜
14
日
の
４
日
間
、
日
本

D
M
A
T
隊
員
と
し
て
、
二
度

目
は
３
月
25
日
〜
30
日
ま
で
の

６
日
間
石
巻
圏
合
同
救
護
チ
ー

ム
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
地
震
発
生
時
に
は

偶
然
に
も
愛
知
か
ら

遠
く
８
０
０
キ
ロ
離

れ
た
石
巻
赤
十
字
病

院
を
当
院
職
員
４
名

（
内
１
人
は
D
M
A
T

隊
員
）
が
見
学
中
で

し
た
。
４
名
と
は
地

震
直
後
に
一
度
だ
け

電
話
が
通
じ
無
事
が

確
認
で
き
た
も
の
の
、

そ
の
後
の
津
波
被
害

に
よ
り
携
帯
電
話
を
は
じ

め
す
べ
て
の
通
信
機
器
が

不
通
と
な
り
、
13
日
に
合

流
す
る
ま
で
の
長
時
間
安

否
の
確
認
が
出
来
ず
大
変

心
配
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
石
巻
赤
十
字
病
院
の
職
員
の

方
々
は
自
分
の
家
族
の
安
否
確

認
も
ま
ま
な
ら
な
い
大
変
な
状

況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
４
名
に

貴
重
な
食
事
や
寝
具
寝
室
を
提

供
し
て
く
だ
さ
り
、
不
安
な
気

持
ち
を
紛
ら
わ
す
た
め
、
や
さ

し
く
声
か
け
ま
で
し
て
い
た
だ

く
な
ど
ほ
ん
と
う
に
温
か
く
も

て
な
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
任
務
が
終
了
し

た
３
月
14
日
に
一
旦
愛
知
に
戻

り
ま
し
た
が
、
数
日
後
状
況
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
救
護
チ
ー
ム

が
不
足
し
て
い
る
と
の
情
報
を

得
た
た
め
、
お
世
話
に
な
っ
た

恩
返
し
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と

再
度
26
日
に
石
巻
赤
十
字
病
院

へ
到
着
し
石
巻
圏
合
同
医
療
チ

ー
ム
の
一
員
と
し
て
活
動
を
再

開
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
石
巻

市
沿
岸
部
の
壊
滅
的
被
害
状
況

を
自
分
の
目
で
確
認
し
、
住
民

た
ち
の
大
切
な
人
、
大
切
な
も

の
、
大
切
な
街
な
ど
、
す
べ
て

を
一
瞬
で
破
壊
す
る
津
波
の
恐

怖
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。そ
の
後
は
病
院
支
援
活
動
・

避
難
所
巡
回
診
療
・
ヘ
リ
搬
送

な
ど
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
現
在
も
医
療
救
護
チ
ー
ム
に

限
ら
ず
多
く
の
国
民
が
支
援
に

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
遠
く

離
れ
た
愛
知
か
ら
で
は
あ
り
ま

す
が
、
自
分
た
ち
に
こ
れ
か
ら

何
が
出
来
る
の
か
も
っ
と
も
っ

と
よ
く
考
え
て
被
災
者
の
皆
さ

ん
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
そ
し
て
最
後
に
石
巻
圏
合
同

救
護
チ
ー
ム
の
皆
様
の
健
康
と

更
な
る
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
国
の
厚
生
連
病
院
か
ら
も
医
療
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
当
初
よ
り
、
新
潟
、
秋
田
、
長
野
な
ど
よ
り
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ

ー
ム
が
派
遣
さ
れ
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
で
活
動
し
た
の
を
始
め
、

そ
の
後
も
、
各
都
道
府
県
か
ら
の
要
請
で
、
各
病
院
よ
り
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
出
動
、
医
療
救
護
班
の
派
遣
、
ま
た
厚
労
省
の
要
請
に
よ
る

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
チ
ー
ム
の
派
遣
な
ど
、
被
災
地
の
状
況
に
応
じ
て
、

様
々
な
医
療
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
宮
城
県
石
巻
市
へ
２
度
、
支
援
に
入
っ
た
愛
知
県
厚
生
連
労
組

の
長
谷
川
さ
ん
に
手
記
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

避難所を廻って診察行う

石
巻
圏
合
同
救
護
チ
ー
ム
・

安
城
更
生
病
院
D
M
A
T
チ
ー
ム
業
務
調
整
員

　
　  

長
谷
川
雅
敏
（
愛
厚
労
書
記
次
長
）

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ・
救
護
班
に
て
活
動

宮
城
・
石
巻
日
赤
へ

患
者
さ
ん
を
移
動
し
た
。

　
そ
の
途
中
「
妊
婦
さ
ん
が
精

神
科
の
屋
上
に
い
る
か
ら
Ｋ
医

師
を
屋
上
に
連
れ
て
っ
て
」
と

師
長
よ
り
指
示
が
あ
り
、Ｏ
Ｐ

着
姿
の
Ｋ
医
師
を
屋
上
に
誘
導

し
た
。（
地
震
時
、
帝
王
切
開

の
途
中
で
あ
り
、
一
人
出
産
出

来
た
と
の
こ
と
。
の
ち
に
そ
の

子
は
ス
タ
ッ
フ
か
ら
勝
手
に

「
津
波
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
。）
屋
上
に
上
が
っ
て
少

し
た
っ
て
か
ら
Ｋ
医
師
が
「
あ

れ
が
津
波
だ
っ
た
ら
大
変
だ
」

と
言
っ
た
の
で
海
の
方
を
見
る

と
、
水
平
線
と
近
く
の
丘
が
一

直
線
に
な
っ
て
お
り
、
水
平
線

は
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な
が
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
に
病
院
の
近
く

ま
で
水
が
上
が
っ
て
き
た
。

　
少
し
た
つ
と
救
急
車
の
音
が

何
回
も
聞
こ
え
て
き
た
。
外
来

ス
タ
ッ
フ
は
溺
水
し
た
患
者
さ

ん
の
対
応
に
お
わ
れ
て
い
た
。

３
月
11
日
夕
方

　
独
歩
の
患
者
さ
ん
は
精
神
科

の
１
階
に
、
護
送
・
担
送
の
患

者
さ
ん
は
精
神
科
の
２
階
に
ほ

ぼ
避
難
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
県

立
大
野
病
院
に
出
向
に
行
っ
て

い
た
ス
タ
ッ
フ
が
次
々
と
戻
っ

て
き
て
く
れ
た
。
そ
れ
で
ず
っ

と
ア
ン
ビ
ュ
ー
を
押
し
て
い
た

２
名
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に
人

工
呼
吸
器
や
Ｂ
ｉ
Ｐ
Ａ
Ｐ
を
病

棟
か
ら
運
び
込
み
装
着
で
き

た
。
ま
た
必
要
物
品
・
栄
養
剤

も
取
り
に
行
き
、
患
者
さ
ん
の

観
察
や
栄
養
管
理
を
始
め
た
。

　
自
分
で
食
事
が
で
き
る
患
者

さ
ん
・
家
族
・
職
員
は
隣
の
老

健
施
設
に
よ
る
炊
き
出
し
の
お

に
ぎ
り
が
出
た
。
ま
た
当
院
の

調
理
師
さ
ん
た
ち
が
乾
パ
ン
や

お
か
ゆ
な
ど
の
保
存
食
を
準
備

し
て
く
れ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
勤
務
の
割
り
振
り

が
さ
れ
た
。
道
路
は
隆
起
や
陥

没
が
ひ
ど
く
車
で
帰
る
の
は
困

難
と
の
情
報
が
あ
り
、
家
ま
で

の
距
離
が
あ
る
人
を
中
心
に
夜

勤
を
行
う
事
に
な
っ
た
。
歩
い

て
す
ぐ
病
院
に
来
れ
る
人
は
１

度
自
宅
に
帰
り
、
次
の
日
の
朝

早
め
に
病
院
に
来
る
よ
う
に
と

指
示
が
あ
り
、
私
は
１
度
帰
宅

し
た
。
そ
の
時
、
第
１
原
発
か

ら
半
径
２
キ
ロ
圏
内
の
住
民
に

避
難
指
示
と
な
っ
て
い
た
。（
当

院
は
半
径
約
３
キ
ロ
）

３
月
12
日
朝

　
家
の
中
も
素
足
で
は
歩
け

ず
、
居
場
所
も
な
い
状
態
で
、

余
震
も
続
い
て
い
た
た
め
睡
眠

も
と
れ
ず
に
朝
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
テ
レ
ビ
を
見
る
と
第
１

原
発
か
ら
半
径
３
キ
ロ
圏
内
避

難
命
令
と
な
っ
て
い
た
。
き
っ

と
病
院
も
避
難
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
、
と
り
あ
え
ず

必
要
な
も
の
を
手
に
取
り
、
早

め
に
家
を
出
た
。
病
院
で
は
事

務
の
方
が
避
難
の
手
配
を
し
て

い
た
が
、
病
棟
で
は
夜
勤
者
が

朝
の
お
む
つ
交
換
・
朝
の
食
事

は
す
ま
せ
て
あ
り
、
回
診
・
点

滴
な
ど
の
業
務
に
入
る
よ
う
指

示
が
出
た
。（
避
難
の
準
備
は

大
丈
夫
な
の
か
と
疑
問
に
感
じ

た
が
、
忙
し
く
な
り
検
討
す
る

時
間
は
な
か
っ
た
）

　
時
々
外
を
見
る
と
自
衛
隊
・

警
察
の
姿
が
見
え
た
。
警
察
の

人
は
防
護
服
だ
っ
た
。
ヘ
リ
の

音
も
聞
こ
え
た
。
そ
の
頃
、
東

電
第
１
号
機
か
ら
放
射
性
物
質

を
含
ん
だ
水
蒸
気
を
出
す
と
い

う
事
で
、
屋
内
退
避
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、
バ
ス
２

台
が
到
着
し
た
。
独
歩
・

護
送
の
患
者
さ
ん
の
避
難

が
は
じ
ま
り
、
１
台
目
の

バ
ス
は
病
院
全
体
で
川
俣

に
避
難
す
る
事
を
伝
え
、

出
て
も
ら
っ
た
よ
う
だ
。

精
神
科
の
患
者
さ
ん
が
多

く
乗
っ
て
い
た
。
し
か
し

職
員
は
乗
車
せ
ず
、
そ
の

後
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ

た
。
２
台
目
の
バ
ス
は
担

送
の
患
者
さ
ん
を
除
い
た
精
神

科
の
患
者
さ
ん
が
全
員
乗
車
。

一
般
科
の
患
者
さ
ん
も
数
名
乗

車
し
た
。
こ
の
時
、
精
神
科
の

ス
タ
ッ
フ
は
Ｋ
主
任
の
み
病
院

に
残
り
、
そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ

も
全
員
バ
ス
や
マ
イ
カ
ー
で
川

俣
に
避
難
し
て
し
ま
っ
た
。

　
残
っ
た
ス
タ
ッ
フ
に
は
看
護

部
長
さ
ん
よ
り
「
残
っ
た
人
は

病
院
か
ら
出
ら
れ
る
手
段
が
な

い
。
こ
こ
に
残
る
こ
と
に
な
り

ま
す
」
と
話
が
あ
っ
た
。
思
う

と
こ
ろ
は
多
々
あ
っ
た
が
、
引

き
続
き
業
務
を
続
け
た
。

　
途
中
、
再
度
３
病
棟
主
任
よ

り
集
合
を
か
け
ら
れ
「
原
発
が

最
悪
の
場
合
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

の
様
な
状
態
に
な
る
。
避
難
す

る
か
こ
こ
に
残
る
か
の
選
択
が

必
要
に
な
る
。」
と
話
が
あ
っ

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
中
で
「
な
ん

で
そ
ん
な
選
択
を
私
た
ち
に
さ

せ
る
の
か
」「
早
く
避
難
し
た

い
」「
帰
し
て
下
さ
い
」「
せ
め

て
若
い
人
は
帰
し
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
」
な
ど
今
ま
で
の
思
い
が

出
て
き
た
よ
う
だ
っ
た
。
私
は

避
難
＝
患
者
さ
ん
の
放
置
と
な

る
た
め
、
と
て
も
答
え
が
出
な

か
っ
た
。

　
話
し
合
い
の
最
中
Ｆ
医
師
が

「
自
衛
隊
の
ヘ
リ
が
来
る
。
担

送
の
患
者
さ
ん
を
乗
せ
る
ぞ
。

早
く
！
」
と
病
棟
に
来
た
。
男

性
看
護
師
は
Ｋ
主
任
以
外
２
台

目
の
バ
ス
で
避
難
し
て
い
た
が
、

技
術
・
調
理
師
・
医
師
・
事
務

職
員
が
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

　
ま
ず
自
衛
隊
の
車
で
双
葉
高

校
へ
行
き
、
そ
こ
か
ら
ヘ
リ
が

出
る
と
の
こ
と
。
私
は
避
難
先

で
も
車
が
必
要
に
な
る
と
思
っ

て
、
自
分
の
車
で
移
動
し
た
か

っ
た
が
、
師
長
よ
り
「
患
者
さ

ん
の
管
理
を
頼
む
、
私
た
ち
も

必
ず
あ
と
か
ら
行
く
か
ら
」
と

指
示
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
と
一

緒
に
自
衛
隊
の
車
に
乗
っ
た
。

　
双
葉
高
校
に
着
い
て
、
待
機

の
た
め
に
屋
内
に
患
者
さ
ん
を

移
動
し
て
い
た
。
ほ
ど
な
く
し

て
見
え
た
ヘ
リ
が
自
衛
隊
の
そ

れ
で
は
な
く
、
マ
ス
コ
ミ
の
ヘ

リ
は
ほ
ん
と
に
薄
情
だ
と
思
っ

て
い
た
。
そ
の
時
、「
ド
ー
ン
」

と
大
き
な
音
と
と
も
に
体
に
衝

撃
を
受
け
た
。
立
っ
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
１
〜
２
歩
後
ろ
に
下

が
っ
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
の
衝
撃

だ
っ
た
。「
間
に
合
わ
な
か
っ

た
…
。」
と
思
っ
た
。  （
つ
づ
く
）

（
注
　
個
人
名
や
長
文
の
た
め

一
部
編
集
を
行
っ
て
い
ま
す
）

〈
1
面
か
ら
続
く
〉

‥

対策本部を訪れた松崎分会長（右）と山田中執

患
者
さ
ん
を
１
階
に
避
難
さ
せ
、

廊
下
が
病
室
に
な
っ
た

（
栃
尾
郷
病
院
）

山形県立中央病院へ患者をヘリ搬送

（3） 2011年４月20日 第375号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2011年４月20日 第375号全 厚 労 ニ ュ ー ス



３
月
12
日
18
時

　
双
葉
高
校
体
育
館
で
ヘ
リ
の

到
着
を
待
っ
た
。
患
者
さ
ん
の

搬
送
と
ア
ン
ビ
ュ
ー
で
腕
が
パ

ン
パ
ン
に
張
っ
て
い
た
。
た
ま

た
ま
ア
ン
ビ
ュ
ー
を
押
し
て
い

た
た
め
、
重
症
の
患
者
さ
ん
と

一
緒
に
１
号
機
に
乗
り
、
済
生

会
川
俣
病
院
に
行
く
よ
う
に
指

示
が
あ
り
、Ｄ
ｒ
・
師
長
と
と

も
に
中
型
機
に
乗
る
こ
と
に
な

っ
た
。（
私
は
高
所
恐
怖
症
）

　
座
る
ス
ペ
ー
ス
も
な
く
、
中

腰
で
ア
ン
ビ
ュ
ー
を
押
し
続
け

た
。
下
に
グ
ラ
ン
ド
が
見
え
た

が
、
救
急
車
が
到
着
し
て
い
な

い
た
め
上
空
で
旋
回
し
、
な
か

な
か
着
陸
せ
ず
、
患
者
さ
ん
は

気
圧
が
下
が
る
と
共
に
サ
ー
チ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
下
が
っ
て
い

た
。
不
安
が
大
き
く
な
り
、
と

て
も
ス
ト
レ
ス
だ
っ
た
。

　
よ
う
や
く
到
着
す
る
と
「
こ

こ
は
二
本
松
で
す
」と
言
わ
れ
、

川
俣
の
職
員
と
合
流
す
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
が
っ
か
り
感

と
、
患
者
さ
ん
を
ど
う
し
た
ら

よ
い
だ
ろ
う
か
と
困
惑
し
た
。

　
す
で
に
滋
賀
県
か
ら
救
急
隊

が
到
着
し
て
お
り
、
救
急
車
で

「
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
」
に
到

着
し
た
。
そ
こ
か
ら
重
症
患
者

を
搬
送
す
る
手
配
を
行
っ
た
。

　
搬
送
に
つ
い
て
行
っ
た
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
と
、
搬
送
先
で
お

菓
子
を
も
ら
っ
た
り
「
あ
な
た

た
ち
も
被
災
者
な
ん
だ
か
ら
体

を
大
事
に
ね
」
と
声
を
か
け
ら

れ
涙
が
出
そ
う
に
な
っ
た
と
言

っ
て
い
た
。

　
二
本
松
に
着
い
た
患
者
さ
ん

は
約
十
数
名
、
患
者
さ
ん
と
は

ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
家
族
を
含
め

付
き
添
い
家
族
は
約
８
名
ほ

ど
、
近
隣
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
１

名
・
利
用
者
さ
ん
約
５
名
ほ
ど

い
た
。
当
院
ス
タ
ッ
フ
は
、
看

護
師
十
数
名
、
医
師
１
名
、
事

務
・
技
術
３
〜
４
名
と
患
者
さ

ん
に
対
し
て
ス
タ
ッ
フ
数
は
十

分
だ
っ
た
。
し
か
し
病
院
全
体

で
川
俣
に
行
く
予
定
だ
っ
た
の

で
、
２
台
目
の
バ
ス
に
物
資
を

す
べ
て
乗
せ
て
い
た
。
そ
の
た

め
患
者
さ
ん
に
必
要
な
点
滴
や

経
管
栄
養
を
行
え
な
か
っ
た
。

　
せ
め
て
食
べ
ら
れ
る
患
者
さ

ん
や
家
族
に
と
、
近
く
の
コ
ン

ビ
ニ
５
軒
程
ま
わ
っ
た
が
、
す

で
に
物
資
が
な
く
、
硬
い
Ｓ
Ｏ

Ｙ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
や
甘
い
飲
み
物
を
買

っ
て
き
た
。
し
か
し
職
員
ま
で

は
数
が
足
り
な
か
っ
た
。

　
夜
遅
く
な
っ
て
か
ら
手
作
り

お
に
ぎ
り
が
届
い
た
。
正
直
、

食
欲
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

し
か
し
患
者
さ
ん
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
多
少
の
無
理
は
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
、
１
個

を
や
っ
と
食
べ
た
。

　
二
本
松
に
い
な
い
ス
タ
ッ
フ

と
連
絡
を
取
り
、
他
の
２
機
は

宮
城
の
自
衛
隊
基
地
に
行
っ
た

と
の
こ
と
。
そ
こ
で
癌
末
期
の

患
者
さ
ん
が
、
ヘ
リ
の
中
で
亡

く
な
っ
た
事
を
聞
い
た
。
家
族

が
そ
ば
に
い
な
い
中
、
冷
た
い

ヘ
リ
の
中
で
亡
く
な
っ
た
患
者

さ
ん
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
せ

つ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
川

俣
に
も
連
絡
が
取
れ
た
。
翌
日

朝
早
く
物
資
を
届
け
て
も
ら
う

よ
う
依
頼
し
た
。
し
か
し
、
そ

こ
に
も
い
な
い
院
長
や
看
護
部

長
・
調
理
師
の
Ｅ
さ
ん
・
Ｋ
主

任
達
に
は
連
絡
が
取
れ
ず
、
も

う
１
機
の
ヘ
リ
の
行
先
が
不
明

で
、
た
だ
た
だ
心
配
だ
っ
た
。

　
そ
の
日
、
二
本
松
に
い
た
患

者
さ
ん
は
、
い
ま
だ
に
栄
養
摂

取
や
点
滴
・
酸
素
投
与
が
出
来

ず
、
重
症
心
不
全
の
患
者
さ
ん

な
ど
は
呼
吸
・
脈
が
弱
く
、
翌

日
早
い
う
ち
に
他
の
病
院
へ
搬

送
の
手
配
が
さ
れ
た
。
そ
の
他

の
患
者
さ
ん
も
、順
番
を
決
め
、

搬
送
の
予
定
が
決
ま
っ
た
。

　
二
本
松
に
い
た
患
者
さ
ん
と

ス
タ
ッ
フ
は
、
全
員
サ
ー
ベ
ー

を
受
け
た
。
や
は
り
爆
発
時
、

患
者
搬
送
の
た
め
外
に
い
た
13

人
の
職
員
が
、
翌
日
除
線
の
対

象
と
な
っ
た
。

３
月
13
日
朝

　
朝
か
ら
当
院
の
患
者
さ
ん
の

搬
送
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
中

「
今
か
ら
Ｃ
Ｐ
Ａ（
心
肺
停
止
）

の
患
者
さ
ん
が
入
り
ま
す
」
と

連
絡
が
入
っ
た
。「
こ
こ
は
病

院
じ
ゃ
な
い
の
に
な
ぜ
？
」
と

感
じ
た
。

　
搬
送
に
入
っ
て
か
ら
す
ぐ
、

重
症
心
不
全
の
患
者
さ
ん
の
順

番
に
な
り
、「
や
っ
と
安
全
な

と
こ
ろ
に
い
け
る
よ
」
と
声
を

か
け
た
と
こ
ろ
…
反
応
が
な

い
。何
回
も
名
前
を
呼
ん
だ
が
、

脈
も
な
く
、Ｋ
先
生
を
呼
び
、

死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
間
に
合

わ
な
か
っ
た
。

　
こ
の
日
は
、
朝
か
ら
マ
ス
コ

ミ
・
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
や
自
衛
隊
・
救

急
隊
・
サ
ー
ベ
ー
の
チ
ー
ム
が

出
入
り
し
、
出
入
り
も
厳
し
く

な
っ
て
い
た
。
こ
っ
ち
は
医
師

も
い
て
ト
リ
ア
ー
ジ
も
終
了
し

て
い
た
た
め
、Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
か
ら

は
酸
素
ボ
ン
ベ
な
ど
、
機
材
を

借
り
る
こ
と
に
な
っ
た
。
助
か

っ
た
。

　
昨
日
、
搬
送
が
決
ま
っ
た
患

者
さ
ん
を
ピ
ス
ト
ン
移
送
し
て

い
る
中
、
次
々
に
患
者
さ
ん
・

家
族
・
近
隣
の
施
設
利
用
者
さ

ん
・
双
葉
町
民
が
到
着
し
た
。

み
ん
な
、
外
で
サ
ー
ベ
ー
を
受

け
た
後
中
に
入
っ
て
き
た
。
み

ん
な
昨
日
宮
城
県
の
自
衛
隊
基

地
に
行
っ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
と

患
者
さ
ん
・
本
日
に
な
っ
て
ヘ

リ
で
双
葉
か
ら
避
難
し
て
き
た

施
設
職
員
・
利
用
者
・
町
民
だ

っ
た
。
施
設
内
は
急
に
パ
ン
ク

状
態
と
な
り
、
ト
リ
ア
ー
ジ
も

ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
た
。
合
流

で
き
た
職
員
も
到
着
し
て
す
ぐ

に
業
務
に
入
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
し
て
行
方
が
分
か
ら
な

か
っ
た
も
う
１
機
も
到
着
。
暗

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
昨

日
の
う
ち
に
ヘ
リ
が
飛
ば
ず
、

一
晩
双
葉
高
校
の
体
育
館
に
い

た
と
の
こ
と
。
そ
の
人
た
ち
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
シ
ョ
ッ
ク

だ
っ
た
。
双
葉
高
校
体
育
館
に

い
た
ス
タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
被

曝
し
て
い
た
た
め
、
先
に
除
線

し
て
か
ら
中
に
入
っ
て
こ
れ

た
。
そ
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に

来
た
患
者
さ
ん
の
中
で
、
ク
リ

プ
ト
コ
ッ
カ
ス
感
染
症
の
方
が

お
り
、Ｃ
Ｐ
Ａ
の
状
態
で
運
ば

れ
て
き
た
。「
ご
め
ん
ね
」
と

涙
が
出
て
き
た
。
み
ん
な
家
族

が
そ
ば
に
い
な
い
中
、
冷
た
い

床
の
上
で
…
申
し
訳
な
い
と
力

不
足
を
感
じ
る
し
か
な
か
っ

た
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
来
た
人
全

員
を
私
た
ち
が
見
な
け
れ
ば
い

か
ず
、
合
流
し
た
ス
タ
ッ
フ
・

医
師
と
と
も
に
ト
リ
ア
ー
ジ
・

搬
送
を
行
っ
た
。
施
設
利
用
者

の
中
に
は
、
避
難
途
中
で
具
合

が
悪
く
な
る
人
も
お
り
、
当
院

の
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
医

師
の
指
示
で
次
々
と
点
滴
を
開

始
し
た
。

　
物
資
は
、
川
俣
に
避
難
し
自

由
に
動
け
る
４
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
集
め
て
く
れ
た
。
ガ
ソ
リ
ン

の
な
い
中
、出
来
る
限
り
点
滴
・

そ
れ
に
伴
う
必
要
物
品
や
着
替

え
を
届
け
て
く
れ
た
。

　
着
替
え
が
届
い
て
か
ら
、
前

日
除
線
対
象
と
な
っ
た
ス
タ
ッ

フ
の
除
線
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
の
際
、
自
衛
隊
か
ら
は
、

外
の
除
線
室
ま
で
そ
の
ま
ま
行

っ
て
い
い
と
言
わ
れ
た
が
、
川

俣
か
ら
応
援
に
来
て
く
れ
た
ス

タ
ッ
フ
の
一
人
か
ら
「
被
曝
し

て
る
ん
だ
か
ら
、
建
物
の
中
で

服
を
脱
い
で
、
バ
ス
タ
オ
ル
を

巻
い
て
外
に
出
て
」
と
心
な
い

言
葉
を
言
わ
れ
、
共

に
頑
張
っ
て
き
た
ス

タ
ッ
フ
の
中
で
怒
り

が
出
て
き
た
。

　
除
線
が
終
わ
り
、

サ
ー
ベ
ー
を
受
け
、

Ｏ
Ｋ
を
も
ら
え
た
の

で
、
外
に
出
る
こ
と

が
出
来
た
。
外
に
は
、

被
曝
し
て
い
な
い
ス

タ
ッ
フ
が
数
人
集
ま

っ
て
お
り
、
汚
染
区

域
に
入
ら
ず
、
川
俣

に
行
く
相
談
を
し
て

い
た
。
こ
の
時
た
ま

た
ま
外
に
出
る
こ
と

の
で
き
た
事
務
職
員
１
名
と
私

も
声
を
か
け
ら
れ
た
が
、
中
に

い
る
患
者
さ
ん
や
、
業
務
の
大

変
さ
を
考
え
事
務
職
員
と
共
に

「
中
に
戻
り
ま
す
」
と
言
っ
て

戻
っ
た
。

　
こ
の
日
は
、
あ
る
程
度
ス
タ

ッ
フ
も
集
ま
っ
た
た
め
、
業
務

を
忘
れ
て
ゆ
っ
く
り
休
め
る
よ

う
に
と
看
護
部
長
の
は
か
ら
い

で
シ
フ
ト
を
組
ん
で
く
れ
た
。

シ
フ
ト
を
組
む
と
数
名
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
避
難
し
て
は

じ
め
て
ゆ
っ
く
り
休
憩
す
る
こ

と
が
出
来
た
。

　
休
憩
時
間
に
入
る
と
、
川
俣

に
避
難
し
た
患
者
さ
ん
の
搬
送

が
翌
日
で
終
了
、
そ
の
後
解
散

に
な
る
と
の
連
絡
が
入
っ
た
こ

と
、
日
中
当
院
の
ス
タ
ッ
フ
か

ら
言
わ
れ
た
一
言
か
ら
「
何
で

川
俣
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
二
本

松
に
応
援
に
来
な
い
ん
だ
。Ｄ

ｒ
だ
っ
て
疲
れ
て
い
る
。
交
代

要
員
は
来
な
い
の
か
」
と
話
が

出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
私
の
シ
フ
ト
は
22
時
〜
４
時

ま
で
だ
っ
た
。
私
は
普
段
、
副

腎
腫
瘍
の
Ｏ
Ｐ
後
で
主
治
医
よ

り
薬
の
調
整
が
出
来
ず
副
腎
不

全
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
深

夜
帯
の
勤
務
は
し
な
い
よ
う
に

と
言
わ
れ
て
準
夜
勤
し
か
で
き

ず
に
い
た
が
、
こ
の
数
日
だ
け

体
が
も
て
ば
い
い
と
考
え
、
い

つ
も
よ
り
多
く
薬
を
内
服
し
て

対
応
し
た
。

　
夜
勤
は
大
変
だ
っ
た
。
当
院

の
患
者
さ
ん
の
み
に
と
ど
ま
ら

ず
、
施
設
利
用
者
さ
ん
の
状
態

変
化
や
夜
間
せ
ん
妄
の
対
応
ま

で
し
て
い
た
た
め
、
座
っ
て
い

る
時
間
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
し
か
し
暗
く
な
っ
て
か
ら

も
救
急
隊
や
受
け
入
れ
病
院
が

対
応
し
て
く
れ
た
た
め
、
患
者

さ
ん
は
日
中
よ
り
減
っ
て
い

た
。

３
月
14
日

　
本
来
は
シ
フ
ト
上
休
憩
だ
っ

た
の
だ
が
、
搬
送
の
手
配
が
出

来
た
と
連
絡
が
入
り
、
動
け
る

人
は
業
務
に
就
い
た
。
そ
れ
で

も
施
設
利
用
者
さ
ん
の
中
で
状

態
が
悪
化
し
た
人
も
お
り
、
当

院
の
患
者
さ
ん
は
後
回
し
に
な

り
、
搬
送
に
も
看
護
師
が
つ
い

て
い
っ
た
た
め
、
な
か
な
か
作

業
は
進
ま
な
か
っ
た
。

　
と
あ
る
病
院
で
、
多
数
の
患

者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た

の
だ
が
、
あ
る
ス
タ
ッ
フ
は

「
何
で
尿
崩
症
が
あ
る
の
に
フ

ォ
ー
レ
が
挿
入
さ
れ
て
い
な
い

の
か
」
な
ど
、
被
災
し
物
品
が

な
い
中
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い

こ
と
を
い
く
つ
か
聞
か
れ
、
辛

か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。

　
搬
送
が
一
時
落
ち
つ
い
た

時
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
時
「
折
笠
さ

ん
が
来
て
い
る
よ
」
と
声
を
か

け
ら
れ
、外
に
出
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
サ
ー
ベ
ー
で
足
底
部

が
ひ
っ
か
か
り
出
入
口
ま
で
し

か
出
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。

　
私
は
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
さ

っ
ぱ
り
し
て
い
た
の
と
、
二
本

松
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
ま
と
ま

っ
て
い
て
、
辛
い
中
に
も
楽
し

さ
が
あ
り
、
な
ん
と
か
や
っ
て

い
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
「
折
笠

さ
ん
が
号
泣
」「
鹿
島
も
大
変

な
中
、Ｏ
君
が
来
て
く
れ
て
い

る
」「
手
作
り
お
に
ぎ
り
を
作

っ
て
き
て
く
れ
た
」「
来
て
く

れ
た
人
達
か
ら
の
温
か
い
声
」

に
よ
り
、
み
ん
な
の
や
さ
し
さ

が
伝
わ
り
グ
ッ
と
き
た
。
私
も

号
泣
し
て
し
ま
っ
た
。
ず
っ
と

食
欲
も
な
く
あ
ま
り
食
べ
て
な

か
っ
た
が
、
久
々
に
あ
っ
た
か

い
お
に
ぎ
り
を
食
べ
た
。
ほ
ん

と
に
お
い
し
か
っ
た
。
本
来
非

組
合
員
の
師
長
さ
ん
達
も
「
ほ

ん
と
に
感
謝
し
て
い
る
と
お
伝

え
下
さ
い
」
と
言
っ
て
い
た
。

物
資
も
助
か
っ
た
が
、
気
持
ち

ま
で
救
わ
れ
た
。

　
搬
送
は
、
や
は
り
施
設
利
用

者
さ
ん
も
多
く
混
じ
っ
て
い
た

た
め
、
当
院
の
患
者
さ
ん
が
９

名
残
っ
て
い
た
。
搬
送
時
は
、

こ
の
数
日
間
な
じ
み
の
患
者
さ

ん
に
ず
っ
と
寄
り
添
い
、
物
資

が
な
い
中
様
々
な
工
夫
を
し
な

が
ら
、
看
護
し
て
き
た
た
め
、

患
者
さ
ん
が
搬
送
さ
れ
る
た
び

「
元
気
で
ね
」「
ま
た
、
双
葉
で

会
お
う
ね
」
な
ど
涙
で
送
り
出

し
、
患
者
さ
ん
が
安
全
な
と
こ

ろ
に
行
け
る
安
心
感
と
と
も
に

寂
し
さ
も
大
き
く
あ
り
複
雑
な

心
境
だ
っ
た
。（
つ
づ
く
）

職
場
で
大
切
な
権
利
を
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ん
で
い
き
ま
す

QQQ 妊娠中の看護師さんは36協定があっても時間外労働を
させてはいけない

○
AAA　

母
性
保
護
の
た
め
に
は
労
働
の

負
担
を
軽
減
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

制
定
と
同
時
に
、
妊
産
婦
本
人
が

請
求
し
た
場
合
、
週
４０
時
間
ま
た

は
1
日
8
時
間
を
超
え
る
時
間

外
・
休
日
労
働
と
深
夜
業
が

禁
止
さ
れ
る
規
定
が
労
働
基

準
法
（
６６
条
）
に
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
労
使
で
交
わ
し
た

３６
協
定
に
関
わ
ら
ず
、
た
と

え
災
害
時
で
あ
っ
て
も
請
求

が
あ
れ
ば
妊
産
婦
に
時
間
外

労
働
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。（
６６
条
の
2
）

　
長
時
間
労
働
は
妊
産
婦
に
限
ら

ず
労
働
者
の
健
康
に
大
き
な
影
響

を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。
母
性
保

護
で
の
軽
減
と
合
わ
せ
て
、
職
場

全
体
で
業
務
軽
減
を
図
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

本
人
か
ら
請
求
が
あ
れ
ば

さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん

二本松男女共生センターで被曝検査を受ける避難住民
写真　森住 卓

　
ま
だ
冷
め
や
ら
な
い
あ
の
震
災
か
ら
２

ヶ
月
に
な
り
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
今
回

は
、
被
災
地
の
一
つ
で
も
あ
る
土
浦
協
同

病
院
へ
共
に
医
療
に
邁
進
す
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
に
お
邪
魔
し
て
き
ま

し
た
。

Ｑ
１　
現
在
の
貴
科
の
ス
タ
ッ
フ
数
は
？

　
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
、
リ
ハ
専
門
医
１

名
、理
学
療
法
士
21
名
、作
業
療
法
士
８
名
、

言
語
聴
覚
士
４
名
、
看
護
師
１
名
な
ど
39

名
に
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２　
年
間
の
患
者
取
り
扱
い
数
は
？

　
昨
年
度
実
績
で
は
、
年
間
延
べ
人
数
約

６
万
６
千
人
弱
で
、
新
患
者
数
２
千
２
０

０
人
、
一
日
と
し
て
は
入
院
２
０
０
〜
２

５
０
名
、
外
来
は
約
50
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ
３　
組
織
お
よ
び
体
制
の
特
徴
は
何

で
す
か
？

　
対
象
患
者
と
し
て
は
、
小
児
か
ら
成
人

ま
で
、
各
科
（
全
科
）
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
ま
た
外
来
は
当
然
な
が
ら
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
９
０
０
床
の
病
院
で
は
、
専
門
性
を
実

施
す
る
こ
と
は
現
在
困
難
で
あ
り
、
全
て

の
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
全
て
の
疾
患
を
担
当
治

療
に
あ
た
る
よ
う
に
「
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス

ト
」
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
入

院
患
者
の
多
く
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
急
性
期
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
治
療
場
所
と
し
て
は

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
お
仕
事

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
お
仕
事

協同の名に誇りあり

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
と
訓

練
室
が
約
半
数
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
手
術
施
行
患
者
、
重
症
症
例
に
つ

い
て
は
、
理
学
療
法
、
作
業
療
法
の
合
同

ま
た
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
複
数
で
の
治
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
外
部
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
県
指
定
、

広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
リ
ハ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
小
児
リ
ハ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
て
い
ま
す
。

Ｑ
４　
地
域
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
の
立
ち
位
置
は
？

　
県
内
リ
ハ
医
は
、
約
15
名
程
度
在
籍
し

て
い
る
中
で
、
内
１
名
が
当
院
に
在
籍
さ

れ
て
お
り
、
地
域
の
中
核
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
歴
史
と
し
て
、
理
学
療
法
士
の
資
格
が

認
め
ら
れ
て
か
ら
初
代
の
理
学
療
法
士
が

赴
任
し
た
病
院
で
も
あ
り
、
昭
和
45
年
７

月
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
が
開
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
40
年
余
の
実
績
を
経

過
し
た
特
長
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、
県
内
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

リ
ー
ド
す
る
役
割
を
感
じ
て
お
り
、
県
下

厚
生
連
６
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ラ
ピ
ス
ト
も
１
２
０
名
を
超
え
、
こ
こ

で
も
同
様
な
役
割
を
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
５　
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
る
中

で
、
新
人
教
育
、
卒
後
教
育
と
し
て
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
？

　
各
種
学
会
・
研
修
会
へ
の
発
表
・
参
加

は
随
時
行
う
よ
う
に
し
て
お
り
、
年
１
回

は
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
に
関
し
て
は
、
院
外
か
ら
得
る
こ
と

も
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
広
域
支

援
セ
ン
タ
ー
研
修
会
、
新
人
教
育
研
修
会
、

当
科
が
主
幹
と
し
て
行
っ
て
い
る
茨
城
整

形
外
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
等

の
参
加
も
推
奨
し
て
い
ま
す
。
内
部
研
修

と
し
て
は
、
４
年
目
ま
で
で
構
成
す
る
月

２
回
程
度
早
朝
に
行
う
勉
強
会
や
、
有
志

勉
強
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
院
内
外

の
各
種
勉
強
会
へ
の
参
加
は
勿
論
の
こ
と
、

講
師
と
し
て
要
請
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
人
教
育
担
当
者
の
配
置
を
行

い
、
手
厚
い
指
導
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

養
成
校
か
ら
の
実
習
要
請
に
つ
い
て
は
、

現
在
10
校
以
上
か
ら
受
け
て
お
り
、
こ
れ

ら
も
指
導
を
通
じ
て
ス
タ
ッ
フ
育
成
に
役

立
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
６　
こ
れ
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
と
し
て
目
指
す
も
の
は
？

　
県
内
で
は
最
も
大
き
い
病
院
と
な
っ
て

お
り
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
ス
タ
ッ

フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
「
患
者
様

か
ら
信
頼
さ
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　　
被
災
か
ら
間
が
な
い
今
回
の
取
材
に
対

し
、
御
協
力
を
頂
き
ま
し
た
荒
川
事
務
部

長
な
ら
び
に
橋
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

部
長
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
深

謝
い
た
し
ま
す
。（

教
宣
部
　
岡
村
秀
人
）

茨
城
県
厚
生
連

土
浦
協
同
病
院

土浦協同病院概要

2

2

松
崎
　
純
子
（
福
厚
労
双
葉
分
会
長
）

大
震
災
|
そ
の
時
わ
た
し
は

大
震
災
|
そ
の
時
わ
た
し
は

大
震
災
|
そ
の
時
わ
た
し
は

　厚生労働大臣より免許を受け、医師・歯科医師の指示の下、
診療の補助としてそれぞれ理学・作業・言語聴覚療法を行う
ものをいい、その手段としては身体・精神機能を回復するた
めに、様々な手段を用いています。
　近年では障害回復を目指す医療分野のみならず、保健・福
祉分野としても健康管理、身体機能保持・増進のために働く
者も増えてきました。
　資格として確立されたのは昭和40年以後と若く、これか
らの発展が期待される職種です。

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士理学療法士・作業療法士・言語聴覚士理学療法士・作業療法士・言語聴覚士

必要なものが整理されたベッドサイドを案内する橋本部長

普
段
交
流
の
な
い
病
棟
、
あ
の
職
場
に
も
組
合
の
仲
間
が
働
い
て
い
ま
す
。

お
互
い
の
仕
事
を
知
る
こ
と
で
、
想
い
や
願
い
が
見
え
て
き
ま
す
。

全
厚
労
教
宣
部
員
が
隔
月
で
職
場
訪
問
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
許
可
病
床
は
９
０
０
床
、
診
療
科
は
22
科
と
な

り
茨
城
県
内
最
大
の
医
療
機
関
で
す
。
施
設
特
徴

と
し
て
は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
県
地
域
が
ん

セ
ン
タ
ー
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
併
設
し
、
県
地

域
災
害
拠
点
病
院
、

県
小
児
救
急
医
療
拠

点
病
院
な
ど
数
多
く

の
指
定
を
受
け
て
お

り
、
医
師
数
約
１
８

０
名
を
数
え
、
小
児

科
医
も
20
名
を
抱
え

る
病
院
で
す
。

（3） 2011年５月20日 第376号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2011年５月20日 第376号全 厚 労 ニ ュ ー ス



て
も
心
を
打
た
れ
た
。そ
し
て
、

勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思

う
。

　
災
害
時
の
対
応
は
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
さ
れ
て
い
る
が
今
回
の

こ
と
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に

事
が
運
ん
だ
こ
と
が
な
く
、
私

た
ち
を
助
け
て
く
れ
た
の
は
、

時
々
か
け
て
く
れ
る
上
司
の
一

言
や
、
搬
送
先
の
看
護
ス
タ
ッ

フ
か
ら
の
温
か
い
言
葉
と
、
組

合
員
さ
ん
の
行
動
し
て
く
れ
た

気
持
ち
、
ま
た
支
給
品
と
共
に

添
え
て
あ
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ

っ
た
と
思
う
。

　
日
頃
か
ら
、「
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と

労
使
委
員
会
で
話
し
て
き
た
こ

と
は
た
だ
の
精
神
論
と
し
て
扱

わ
れ
が
ち
だ
っ
た
が
、
今
回
の

様
な
危
機
的
状
況
に
な
っ
た
時

こ
そ
一
番
大
切
だ
と
い
う
事
を

身
に
し
み
て
感
じ
た
。（
自
分

の
こ
と
だ
け
を
考
え
た
場
合
、

こ
こ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。）
そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
く
れ
た
の
が
、
気
持
ち

の
入
っ
た
言
葉
だ
っ
た
。
今
回

の
経
験
を
、
消
し
て
無
駄
で
は

な
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
、

今
後
、
自
分
の
行
動
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
な
が
ら

こ
こ
に
綴
っ
て
い
る
。（

お
わ
り
）

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
・
原
発
事
故
か
ら
３
カ
月
余

り
が
経
ち
ま
し
た
が
、
震
災
復

興
も
原
発
事
故
の
収
束
も
未
だ

道
筋
が
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
政

治
も
、
被
災
者
の
事
な
ど
そ
っ

ち
の
け
の
政
局
に
走
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
声
を
も
っ
と
も

っ
と
強
く
し
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　（
編
集
部
）

況
の
中
、Ａ
Ｌ
Ｓ
の
患
者
さ
ん

ま
で
み
ん
な
で
助
け
な
く
ち
ゃ

と
が
ん
ば
っ
て
搬
送
し
た
。
病

院
に
い
た
人
全
員
搬
送
し
て
き

た
。
誇
り
に
思
う
よ
。
ま
た
、

双
葉
再
建
す
る
と
き
は
が
ん
ば

ろ
う
ね
。」
と
言
っ
て
い
た
だ

き
、
ま
た
涙
が
出
て
き
た
。

　
こ
の
日
に
な
る
と
、
施
設
外

に
出
る
の
は
簡
単
だ
っ
た
。
川

俣
ま
で
屋
内
退
避
と
な
っ
て
い

た
ほ
ど
、
大
気
の
被
曝
も
進
ん

で
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

走
り
な
が
ら
車
ま
で
行
っ
た
。

や
っ
と
外
に
出
れ
た
。
や
っ
と

終
わ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
看
護
部
長
・
副
部

長
を
は
じ
め
、
管
理
職
の
み
な

さ
ん
と
、
一
部
の
看
護
ス
タ
ッ

フ
と
で
那
須
に
行
っ
た
と
思
わ

れ
た
患
者
さ
ん
が
い
わ
き
に
い

る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
患
者

さ
ん
の
搬
送
と
確
認
の
た
め
、

い
わ
き
へ
と
向
か
い
、
全
員
の

患
者
さ
ん
の
所
在
確
認
を
し

た
。

　
そ
し
て
、
今
バ
ラ
バ
ラ
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
職
員
の
勤
務
配

置
に
尽
力
を
尽
く
し
て
く
れ
て

い
る
。

　
患
者
さ
ん
の
搬
送
に
か
か
わ

っ
た
救
急
隊
の
み
な
さ
ん
。
自

衛
隊
の
皆
さ
ん
に
こ
ん
な
混
乱

の
中
、
被
曝
覚
悟
で
携
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
大
変
感
謝

し
て
い
る
。
し
か
し
、
忙
し
い

さ
な
か
の
こ
と
で
、
き
ち
ん
と

お
礼
も
で
き
な
い
ま
ま
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ

て
な
ら
な
い
。

　
今
回
の
こ
と
で
、
組
合
の
機

動
力
の
高
さ
に
驚
い
た
。
ま
た

一
緒
の
病
院
で
働
い
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
の
に
、
心
配
し
て

駆
け
付
け
て
く
れ
た
こ
と
に
と

３
月
14
日
夜

　
ま
だ
患
者
さ
ん
が
残
っ
て
い

る
た
め
、
今
ま
で
自
分
た
ち
の

今
後
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
余

裕
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
翌

日
中
に
患
者
さ
ん
の
搬
送
が
終

了
す
る
と
の
報
告
が
入
り
、
ス

タ
ッ
フ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
「
明
日

解
散
に
な
っ
た
ら
ど
こ
に
行
こ

う
」
と
や
っ
と
自
分
た
ち
の
身

の
振
り
方
の
話
が
で
き
、
翌
日

中
に
施
設
を
出
る
と
い
う
人
も

多
く
い
た
。
こ
の
こ
ろ
に
は
、

毎
日
除
線
を
し
、
施
設
空
間
内

の
線
量
も
減
っ
て
、
あ
る
程
度

自
由
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

　
ま
た
私
も
、
川
俣
に
い
る
Y

く
ん
よ
り
「
翌
日
朝
一
番
で
身

内
が
迎
え
に
来
る
か
ら
、
そ
の

時
一
緒
に
会
津
に
行
こ
う
」
と

誘
い
が
あ
っ
た
。
私
も
施
設
を

出
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
み
ん
な

や
っ
と
自
分
た
ち
の
話
を
し
て

い
た
。
事
務
部
長
が
看
護
副
部

長
の
と
こ
ろ
に
来
た
。「
１
台

目
の
バ
ス
の
行
先
が
わ
か
っ

た
。
浪
江
町
の
オ
ン
フ
ー
ル

（
老
健
施
設
）
に
ま
だ
い
る
よ

う
だ
。
だ
か
ら
連
絡
が
取
れ
な

く
な
っ
て
い
た
。
患
者
さ
ん
が

オ
ン
フ
ー
ル
に
い
る
。」
と
話

し
て
い
た
。
み
ん
な
、
言
葉
が

出
な
か
っ
た
。
少
し
た
っ
て
看

護
部
長
よ
り
「
当
院
の
患
者
さ

ん
が
オ
ン
フ
ー
ル
に
い
る
と
わ

か
っ
た
以
上
、
悠
長
な
こ
と
を

言
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
す
ぐ
迎

え
に
行
く
。
そ
の
場
合
、
夜
中

に
到
着
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
当
院
の
患
者
さ
ん
は

二
本
松
に
来
ま
す
。
被
曝
に
関

し
て
は
、
今
の
時
点
で
は
は
っ

き
り
と
わ
か
ら
な
い
が
、
自
分

た
ち
よ
り
被
曝
し
て
い
る
可
能

性
は
高
い
。
精
神
科
の
約
20
名

の
患
者
さ
ん
が
来
ま
す
。
し
か

し
、
今
い
る
患
者
さ
ん
が
被
曝

し
て
明
日
搬
送
で
き
な
く
な
る

の
は
避
け
た
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
後
か
ら
来
る
患
者
さ
ん
を

１
階
ホ
ー
ル
に
入
っ
て
も
ら

い
、
今
い
る
患
者
さ
ん
を
被
曝

か
ら
守
る
た
め
、
２
階
の
ホ
ー

ル
に
今
の
う
ち
に
移
し
ま
し
ょ

う
。
明
日
の
解
散
は
な
し
で

す
。」
と
言
わ
れ
た
。

　
今
ま
で
、
何
度
も
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
は
あ
っ
た
。
今
回
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
空
気
が
ど
ん
よ
り

し
、
そ
の
後
、
ス
タ
ッ
フ
で
話

し
合
い
が
始
ま
っ
た
。
私
は
、

当
院
の
患
者
さ
ん
が
多
数
搬
送

さ
れ
て
く
る
こ
と
、
こ
こ
で
帰

っ
た
ら
ず
っ
と
後
悔
す
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
こ
と
で

「
帰
れ
な
い
」
と
決
断
し
、
川

俣
に
い
る
Ｙ
君
に
「
明
日
、
一

人
で
会
津
に
帰
っ
て
下
さ
い
。」

と
伝
え
た
。

　
そ
の
あ
と
、
調
理
師
の
Ｅ
さ

ん
と
「
今
ま
で
、
何
度
も
自
分

を
と
る
か
患
者
さ
ん
を
と
る
か

と
い
う
選
択
す
る
場
所
が
あ
っ

た
。
な
ん
で
、
自
分
た
ち
は
こ

の
道
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
ん
だ

ろ
う
。
な
ん
で
い
つ
も
い
っ
つ

も
こ
ん
な
選
択
を
し
て
き
て
し

ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
。」
と
話
し

し
な
が
ら
、
ま
た
涙
が
出
て
き

て
し
ま
っ
た
。

　
休
憩
室
に
戻
る
と
、
今
夜
中

に
こ
の
施
設
を
出
る
と
い

う
人
が
何
人
も
い
た
。
や

は
り
、
将
来
の
こ
と
を
考

え
る
と
こ
れ
以
上
の
被
曝

は
避
け
た
い
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
私
も
痛
い
ほ
ど
気

持
ち
が
わ
か
っ
た
。「
も

う
充
分
私
た
ち
は
が
ん
ば

っ
た
よ
。
本
来
、
今
ま
で

も
そ
う
だ
が
、
被
曝
医
療

に
な
る
の
で
、
私
た
ち
が

す
る
領
分
で
は
な
く
、
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
入
っ
て
く

る
べ
き
も
の
。
ほ
ん
と
は
、
出

入
り
口
で
防
護
服
来
て
『
こ
こ

か
ら
出
る
な
』
と
か
言
っ
て
い

た
医
療
チ
ー
ム
が
や
る
べ
き
こ

と
。
今
帰
っ
て
も
、
こ
こ
ま
で

頑
張
っ
た
ん
だ
か
ら
誰
も
文
句

言
わ
な
い
。
出
ら
れ
る
人
は
出

た
方
が
い
い
。
私
た
ち
に
は
何

の
防
護
服
も
な
い
の
だ
か
ら
」

と
言
っ
た
。
ま
た
、
医
師
の
多

忙
さ
も
心
配
だ
っ
た
。
こ
れ
以

上
業
務
が
伸
び
れ
ば
、
先
生
の

体
も
も
た
な
い
と
思
っ
た
。

　
そ
の
後
、
再
度
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
あ
り
、
看
護
部
長
さ
ん
に

様
々
な
質
問
が
出
た
。
私
も

「
こ
の
状
況
は
、
ス
タ
ッ
フ
を

強
制
的
に
ひ
き
と
め
る
の
に
相

当
過
酷
な
状
況
で
、
な
ん
の
装

備
も
な
い
中
だ
し
、
無
理
な
の

で
は
な
い
か
。
出
ら
れ
る
人
は

帰
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
」
と
発

言
し
た
。

　
看
護
部
長
も
連
日
の
調
整
で

率
先
し
て
動
い
て
お
り
、
今
回

も
夜
に
な
っ
て
か
ら
の
出
来
事

に
も
関
わ
ら
ず
、
出
来
る
だ
け

の
こ
と
を
し
て
く
れ
て
い
る
と

承
知
し
て
い
た
が
、
目
に
見
え

な
い
放
射
線
に
対
す
る
不
安
と

そ
れ
に
対
す
る
対
策
が
行
き
当

た
り
ば
っ
た
り
で
、
無
防
備
な

状
態
で
今
後
も
業
務
に
た
ず
さ

わ
る
こ
と
へ
の
不
満
が
出
て
い

た
よ
う
だ
っ
た
。
私
も
「
被
曝

医
療
を
専
門
的
に
行
え
る
人

が
、
な
ぜ
来
な
い
。
一
番
最
初

に
被
曝
者
13
名
と
報
道
が
あ
っ

た
場
所
な
の
に
。」
と
思
っ
て

い
た
。

　
そ
の
時
、「
川
俣
か
ら
５
人

応
援
に
来
ま
し
た
。」
と
報
告

が
あ
り
、
入
口
を
見
る
と
、
つ

い
さ
っ
き
電
話
で
「
先
に
会
津

に
帰
っ
て
」
と
伝
え
て
い
た
は

ず
の
Y
君
も
来
て
く
れ
た
。

　
川
俣
か
ら
の
ス
タ
ッ
フ
が
入

り
、
患
者
さ
ん
を
２
階
に
移
動

し
た
。
移
動
後
、
休
憩
し
て
い

る
間
に
10
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
施

設
か
ら
出
て
い
た
。
み
ん
な
、

泣
き
な
が
ら
出
た
と
の
こ
と
だ

っ
た
。

３
月
15
日

　
朝
、
本
来
夜
勤
だ
っ
た
ス
タ

ッ
フ
が
出
て
し
ま
っ
た
た
め
、

残
っ
て
い
た
１
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
患
者
さ
ん
を
見
て
い
た
と
聞

き
、
早
め
に
動
き
始
め
た
。
夜

中
の
う
ち
に
自
衛
隊
の
人
数
が

増
え
、
朝
に
な
る
と
自
衛
隊
バ

ス
が
２
台
入
っ
て
き
た
。

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
始
ま
っ

た
。
本
日
の
予
定
が
説
明
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
看
護
部
長
よ
り

「
看
護
ス
タ
ッ
フ
は
川
俣
か
ら

５
人
応
援
に
来
て
、
10
人
が
施

設
を
出
て
い
ま
す
。」
と
話
が

あ
っ
た
。
技
術
ス
タ
ッ
フ
か
ら

は
、「
行
く
と
こ
が
な
い
人
が
、

大
変
な
思
い
を
し
ろ
と
い
う
こ

と
か
」と
の
発
言
が
聞
か
れ
た
。

そ
の
人
の
気
持
ち
も
わ
か
る
気

も
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
こ

れ
か
ら
の
こ
と
が
と
て
も
不
安

だ
っ
た
。

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
最
中
、
部

長
の
所
に
電
話
が
入
っ
た
。「
オ

ン
フ
ー
ル
の
患
者
さ
ん
は
那
須

に
向
か
い
ま
し
た
。」
突
然
の

知
ら
せ
で
驚
い
た
が
、
ち
ょ
う

ど
国
よ
り
、
県
内
の
避
難
所
は

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
た
め
、
県

外
へ
の
避
難
誘
導
指
示
が
出
た

と
の
こ
と
。
そ
の
た
め
、
本
日

の
搬
送
が
終
了
し
た
ら
、
解
散

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
日
解
散
と
な
っ
て
も
、
衣

類
が
…
。
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
本
日
も
折
笠
さ
ん
・
長
谷

部
さ
ん
が
ち
ょ
う
ど
欲
し
が
っ

て
い
た
衣
類
を
持
っ
て
き
て
く

れ
た
。
靴
ま
で
あ
り
、
ま
る
で

本
日
の
解
散
を
知
っ
て
い
た
か

の
よ
う
だ
っ
た
。
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
に
し
て
も
そ
う
だ
。
み
ん

な
な
ぜ
か
塩
分
が
足
り
な
か
っ

た
せ
い
な
の
か
、
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
を
食
べ
た
が
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
一
斉
に
食
い
つ
い
て

い
た
（
笑
）。
組
合
っ
て
組
織

な
の
に
何
で
こ
ん
な
に
動
け
る

ん
だ
ろ
う
と
あ
ら
た
め
て
実
感

し
た
。

　
し
か
し
、
二
本
松
に
入
っ
て

い
た
の
は
、
当
院
だ
け
で
は
な

い
た
め
、
当
院
の
職
員
に
優
先

的
に
組
合
か
ら
の
物
資
を
受
け

取
れ
る
よ
う
に
、
放
射
線
科
の

Ｔ
君
が
物
資
の
管
理
を
し
て
く

れ
た
。Ｔ
君
は
被
曝
し
て
お
ら

ず
、
ガ
ソ
リ
ン
も
な
い
中
、
避

難
し
て
か
ら
毎
日
実
家
か
ら
二

本
松
に
来
て
く
れ
て
、
い
つ
も

「
何
も
で
き
な
い
け
ど
」
と
言

い
な
が
ら
も
私
た
ち
の
こ
と
を

心
配
し
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
い

て
く
れ
て
い
た
。

　
本
日
予
定
と
な
っ
て
い
た
搬

送
が
は
じ
ま
っ
た
。
看
護
職
員

が
減
っ
た
た
め
、
医
師
が
直
接

病
院
に
連
絡
を
入
れ
、
救
急
隊

に
は
カ
ル
テ
と
情
報
だ
け
伝

え
、
患
者
さ
ん
だ
け
の
搬
送
と

な
っ
た
。

　
最
後
に
搬
送
す
る
患
者
さ
ん

の
病
棟
看
護
師
が
救
急
隊
に
申

し
送
り
を
す
る
時
、
一
人
一
人

搬
送
先
の
病
院
で
安
心
し
て
療

養
で
き
る
よ
う
願
い
を
込
め
な

が
ら
「
お
願
い
し
ま
す
」
と
送

り
出
し
た
。

　
最
後
の
患
者
さ
ん
は
精
神
科

の
患
者
さ
ん
だ
っ
た
。し
か
し
、

今
ま
で
の
患
者
さ
ん
と
過
ご
し

た
避
難
生
活
や
、
辛
か
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
一
般

科
の
ス
タ
ッ
フ
も
一
緒
に
見
送

っ
た
。
感
無
量
だ
っ
た
。
ほ
と

ん
ど
の
職
員
が
「
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
」
と
泣
き
な
が
ら
、
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
搬
送
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
統

括
部
長
が
施
設
に
来
て
く
れ

た
。靴
の
支
給
を
し
て
く
れ
た
。

業
務
が
終
わ
り
、
Y
君
の
お
兄

さ
ん
が
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。

解
散
式
の
少
し
前
だ
っ
た
が
、

み
ん
な
が
集
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
、「
す
い
ま
せ
ん
。
お
先
に

失
礼
し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ

す
る
と
、
看
護
副
部
長
か
ら
、

「
双
葉
は
す
ご
い
。
こ
ん
な
状

職
場
で
大
切
な
権
利
を
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ん
で
い
き
ま
す

QQQ 夜勤から外して欲しいとお願いしたが産前休暇まで
入ってほしいと断られた

×
AAA　

母
性
保
護
の
た
め
に
は
労
働
の

負
担
を
軽
減
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

制
定
と
同
時
に
、
妊
産
婦
本
人
が

請
求
し
た
場
合
、
時
間
外
・
休
日

労
働
の
禁
止
と
合
わ
せ
て
「
使
用

者
は
、
妊
産
婦
が
請
求
し
た

場
合
に
お
い
て
は
、
深
夜
業

を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
（
労

基
法
６６
条
の
3
）」
と
深
夜

業
の
禁
止
が
規
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
現
状
は

日
本
医
労
連
の
看
護
職
員
労

働
実
態
調
査
で
は
妊
産
婦
の

3
〜
4
割
が
夜
勤
を
引
き
続
き
行

い
、
3
人
に
1
人
が
切
迫
流
産
を

経
験
し
て
い
る
実
態
が
あ
り
、
労

働
条
件
改
善
と
看
護
師
増
員
は

待
っ
た
な
し
の
課
題
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

本
人
か
ら
請
求
が
あ
れ
ば

さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
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